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量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー に よ る 微 小 量 計 測 と は  

 

量 子 技 術 の 深 化 の 課 程 で 、 単 一 や 少 数 の 量 子 を 精 度 よ く 検 出 す る 量 子 セ ン シ ン グ

の 技 術 は 重 要 で あ り 、 こ れ ま で の 研 究 開 発 の 中 で い か に 微 小 な 量 子 状 態 の 変 化 を 検

出 す る か と い う 技 術 が 研 鑽 さ れ て き ま し た 。 ま た 、 こ の 量 子 の 状 態 を 検 出 す る こ と

で 、 周 囲 の 状 態 を 認 識 す る セ ン サ ー デ バ イ ス に 応 用 す る こ と を 量 子 セ ン サ ー と 呼 び

ま す 。 計 測 ・ セ ン サ ー 技 術 は ICT 化 が 進 む 現 在 の 社 会 に お い て は 、 い わ ば 社 会 の

「 感 覚 器 」 と し て 重 要 な 要 素 技 術 で あ り 、 特 に 医 療 や 、 ウ ェ ラ ブ ル 機 器 、 セ キ ュ リ

テ ィ ・ 防 災 な ど で の 微 小 な 周 囲 の 変 化 量 の 計 測 や 、 さ ら に は 微 量 の サ ン プ ル の 物 性

を 計 測 す る 技 術 は 、 素 材 ・ 化 学 ・ 医 薬 の 開 発 な ど に 有 用 で あ り 研 究 開 発 の 高 速 化 が

見 込 ま れ ま す 。 こ の 領 域 は も と も と 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の た め の

量 子 を 扱 う 要 素 技 術 や 、 外 界 か ら の ノ イ ズ に 作 用 さ れ や す い と い う 量 子 の 不 安 定 性

を 逆 に 活 用 し た 量 子 派 生 技 術 で す が 、 微 小 量 計 測 や 精 密 イ メ ー ジ ン グ と い う 広 い 活

用 が 見 込 ま れ る 領 域 で あ り 、 応 用 研 究 が 大 学 ・ 研 究 機 関 は も と よ り 企 業 で も 進 み 、

理 想 的 な 量 子 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム よ り も む し ろ 早 い 実 用 化 が 見 込 ま れ ま す 。  

 

量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 領 域 は 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ で 用 い ら れ る ス ピ ン 量

子 や 、 量 子 通 信 で 用 い ら れ る 光 子 の 「 も つ れ 」 の 特 性 を 制 御 ・ 操 作 ・ 観 測 す る 量 子

技 術 に お け る 重 要 な 要 素 技 術 で す 。 一 方 で 、 こ れ ら の 量 子 は 外 界 の ノ イ ズ に よ り 変

化 し た り も つ れ 状 態 が 解 消 さ れ て し ま っ た り 、 非 常 に 不 安 定 で あ る た め 、 こ れ ら の

量 子 の 特 性 を 利 用 し て 量 子 自 体 を 検 出 す る こ と お よ び 、 外 界 に よ り 影 響 を 受 け た 量

子 を 観 測 す る こ と に よ り 、 周 囲 の 状 況 を 検 出 す る こ と で 、 も と も と ノ イ ズ の 影 響 を

受 け や す い 量 子 の 特 性 を 逆 手 に と り 、 微 細 な 情 報 を セ ン シ ン グ で き る と い う 応 用 に

フ ォ ー カ ス し た 領 域 に な り ま す 。 例 え ば 、 光 量 子 で あ る 単 一 光 子 の 生 成 と そ の 検 出

技 術 の 応 用 に よ る 高 精 度 の イ メ ー ジ ン グ 技 術 や 、 単 一 の 量 子 状 態 の 生 成 と そ の 磁 性
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の 検 出 に よ り 、 地 磁 気 や 生 体 の 微 小 磁 気 を 解 析 し て 地 球 の 活 動 や 生 命 の 活 動 に 対 す

る 知 見 を 得 る こ と な ど が 可 能 と な り ま す 。 また、冷却した原子を用いた原子干渉計では､

原子またはイオンの量子力学的振る舞いが重力に影響を受けることを利用し、超精密重力測定に

より地 球 の 重 力 場 や 勾 配 を 測 定 し 、 GPS よ り も 高 精 度 な 位 置 情 報 や 姿 勢 情 報 の 検 出

し た り 、 大 規 模 断 層 崩 壊 な ど 地 球 内 部 の 活 動 を 検 出 し 地 震 の 予 兆 に 役 立 て る 技 術 な

ど も 応 用 と し て 目 指 さ れ て い ま す 。 一 方 、 こ れ ま で は 超 電 導 回 路 を 用 い た 量 子 シ ス

テ ム の た め 極 低 温 で な け れ ば ス ピ ン 量 子 を 安 定 し て 生 成 で き な い 課 題 が あ り ま し た

が 、 近 年 ダ イ ヤ モ ン ド の 結 晶 欠 陥 を 利 用 し て 単 一 ス ピ ン 量 子 を 室 温 で の 長 時 間 （ マ

イ ク ロ 秒 オ ー ダ ー ） で 生 成 す る 研 究 が 進 展 し て お り 、 こ れ に よ り 生 体 内 で も 検 出 で

き る セ ン シ ン グ 方 式 の 開 発 が 進 ん で い ま す 。 ま た 、 こ れ ら の 量 子 を セ ン シ ン グ す る

要 素 技 術 と し て 重 要 な 極 短 （ フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 ） パ ル ス レ ー ザ ー の 開 発 も 、 量 子

セ ン シ ン グ 技 術 を 深 化 さ せ る 重 要 要 素 技 術 で あ り 、 大 き な 研 究 投 資 が 各 国 の 国 家 プ

ロ ジ ェ ク ト と し て 動 い て い ま す 。  

 

量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 領 域 に お け る 主 要 な 国 の 研 究 開 発 費 と ロ ー ド マ ッ プ  

 

 

こ の 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 領 域 へ の 未 来 技 術 開 発 に 対 す る 投 資 額 と し て

国 費 か ら の 支 出 で あ る 世 界 の 研 究 費 （ グ ラ ン ト ） の 2009 年 以 降 の 推 移 を 示 し ま し

た 。 材 料 お よ び デ バ イ ス 領 域 の 開 発 が 中 心 で あ る こ の 領 域 は 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や

量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 投 資 が 大 き な 国 を 中 心 に 投 資 額 と し て も 大 き い で す が 、 応 用 が

よ り 近 く 、 か つ セ ン サ ー ・ セ ン シ ン グ と い う 応 用 面 で の 波 及 効 果 の 大 き さ か ら 、 量

子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 通 信 よ り も 大 き な 研 究 グ ラ ン ト の 投 資 が 進 ん で お り 、 量 子 コ

ン ピ ュ ー タ ・ 量 子 通 信 の 技 術 の 進 展 と と も に 、 よ り 高 精 度 ・ 高 安 定 性 の セ ン サ ー 開
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発 が 進 展 す る と 考 え ら れ ま す 。 ま た 、 社 会 へ 実 装 さ れ る 応 用 面 で も 早 期 の 実 用 化 の

可 能 性 が 高 く 、 学 術 的 な 研 究 へ の 投 資 だ け で な く 応 用 面 を 中 心 に し た 投 資 が 今 後 も

加 速 す る と 期 待 さ れ ま す 。  

 

国 別 グ ラ ン ト 額 推 移 （ 2009-2018： USD 換 算 ）  

世 界 研 究 費 推 計 ： US$ 18.6 Bil (2009-2018 年 ) 

 

 

 

 

 

各 国 の 研 究 投 資 動 向  

 

世 界 に お け る 量 子 セ ン シ ン グ ・ セ ン サ ー 関 連 技 術 に 対 す る 、 グ ラ ン ト の 国 別 推 計

で は 、 世 界 全 体 で 総 額 US$ 18.6 Bil が 直 近 10 年 で 国 か ら の 研 究 費 と し て 支 出 さ れ

て お り 、 量 子 技 術 全 般 で 先 行 企 業 の 多 く を 有 す る 米 国 が 最 も 多 い が 、 一 方 で 、 中 国

や 次 代 の 中 心 産 業 創 生 を 目 指 す 英 国 、 さ ら に は デ バ イ ス ・ 材 料 面 で も 強 み を 持 つ 日

本 に お い て も 多 く の 研 究 投 資 を 行 っ て お り 、 実 用 化 も 近 い こ と か ら 競 争 が 過 熱 し て

い ま す 。 ま た 、 ス イ ス や フ ラ ン ス な ど で も 年 々 投 資 額 が 上 昇 し て お り 、 量 子 コ ン ピ

量 子 セ ン シ ン グ 関 連 重 大 ニ ュ ー ス  

2009： 産 業 技 術 総 合 研 究 所 の 洪 鋒 雷 、 安 田 正 美 ら が 世界に先駆けてイッテルビウム光格子時計を開発 

2017： ベルリンのフェルディナント･ブラウン研究所のチームはレーザー冷却および､極低温ルビジウム原子の原子干

渉計に最適化された微小集積ダイオードレーザを用いて宇宙における初のボーズアインシュタイン凝縮体（BEC）を証

明 

2018： 米国の AO Sense と NASA の合同チームは世界で初めての量子技術を用いた小型重力センサーを発表し、宇宙

衛星用途への開発を推進中 

2019： 京 都 大 学 化 学 研 究 所 の 水 落 憲 和 、 産 業 技 術 総 合 研 究 所 の 加 藤 宙 光 ら は 、 人 工 的 に 合 成 し た

リ ン ド ー プ n 型 ダ イ ヤ モ ン ド を 用 い 、 NV 中 心 （ 窒 素 ― 空 孔 中 心 ） の 室 温 で の 世 界 最 長 電 子 ス ピ

ン コ ヒ ー レ ン ス 時 間 （ T2） と 、 固 体 量 子 セ ン サ ー で の 世 界 最 高 磁 場 感 度 実 現 に 成 功  
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ュ ー タ と は 違 い 比 較 的 近 い 実 用 化 を 目 論 ん で 各 国 が 基 盤 技 術 と 応 用 技 術 両 面 か ら 量

子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技 術 の ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス を 狙 っ て い る 状 況 に あ り ま

す 。 日 本 は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 通 信 技 術 の 研 究 開 発 の 過 程 で 、 材 料 ・ デ バ イ ス

の 側 面 か ら 量 子 セ ン シ ン グ 技 術 に 対 し て も 先 行 的 に 投 資 を 行 っ て き た 経 緯 が あ り 、

世 界 的 に も リ ー ド し た 技 術 を 保 有 し て お り 、 今 後 も 実 用 化 に 向 け た 継 続 的 な グ ラ ン

ト の 投 資 が 行 わ れ 、 継 続 的 な 人 材 の 育 成 と 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技 術 の 強

み を 維 持 し て い く と 考 え ら れ ま す 。  

 

世 界 グ ラ ン ト 推 計 ラ ン キ ン グ  

総 額 US$ 18.6 Bil (2009-2018 年 ) 

順

位  
国  

研 究 投 資 額 推 計  

(Mi l  US$(2009-

2018 年 合 計 )) 

概 要  

1  米国 2100 

量 子 セ ン シ ン グ 領 域 に お い て 重 要 な ア ト 秒 極 短 パ ル ス レ ー ザ ー

を 用 い た 原 子 ・ 分 子 光 学 領 域 の 研 究 セ ン タ ー の あ る カ ン ザ ス 州

立 大 や 、 単 一 光 子 生 成 ・ セ ン シ ン グ の MIT や 、 磁 場 セ ン シ ン グ

材 料 の フ ロ リ ダ 州 立 大 な ど を 中 心 に 量 子 セ ン シ ン グ 基 盤 技 術 の

研 究 を 進 め る 大 型 研 究 施 設 を 設 置 し 、 幅 広 く 量 子 セ ン シ ン グ 基

盤 技 術 の 投 資 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 基 盤 技 術 は 量 子 セ ン シ ン

グ の み な ら ず あ ら ゆ る 量 子 技 術 へ の 応 用 を ス コ ー プ に 入 れ て 研

究 開 発 が 推 進 さ れ て い る 。  

2  中国 1500 

中 国 科 学 技 術 大 や 复 旦 大 を 中 心 に 光 量 子 干 渉 計 や 量 子 も つ れ を

利 用 し た 顕 微 鏡 応 用 な ど へ の 応 用 を 見 据 え た 技 術 開 発 お よ び 、

フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 な ど の 極 短 パ ル ス レ ー ザ ー 系 な ど の 開 発 が

進 め ら れ て お り 、 量 子 セ ン シ ン グ 技 術 を 研 究 開 発 の ス コ ー プ に

入 れ て 開 発 が 進 め ら れ て い る 。  

3  英国 1300 

英 国 は 量 子 関 連 技 術 の 大 型 研 究 投 資 を 複 数 の 大 学 に 集 中 的 に 行

っ て お り 、 特 に バ ー ミ ン ガ ム 大 で は 、 量 子 技 術 を 応 用 し た セ ン

サ ー の 実 用 化 に 向 け て 産 学 連 携 に て 取 り 組 む た め の 研 究 施 設 を

構 築 し 、 磁 場 計 測 や 量 子 セ ン シ ン グ 技 術 の 応 用 に 関 す る 量 子 セ

ン サ ー 開 発 を 進 め て い ま す 。  

4  日本 560 

比 較 的 高 い 研 究 費 を 量 子 基 盤 技 術 に 投 資 し て お り 、特 に 東 京 大 、

理 研 や 、大 阪 大 な ど を 中 心 に 、光 格 子 時 計 や 、フ ェ ム ト 秒 ア ト 秒

レ ー ザ ー 開 発 や 量 子 の も つ れ 制 御 の 基 盤 技 術 な ど に 大 き な 投 資

を 行 っ て お り 、窒 素 -空 孔 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド な ど の セ ン シ ン グ 材

料 技 術 も 含 め 、 量 子 セ ン シ ン グ の 基 盤 技 術 と し て も 成 長 す る 可

能 性 を 持 っ て い ま す 。  

5  スイス 260 

比 較 的 大 き な 研 究 費 を ETH、EPFL、バ ー ゼ ル 大 、ベ ル ン 大 な ど

で の 量 子 の も つ れ 制 御 や 、 単 一 光 子 生 成 デ バ イ ス 、 ス ピ ン ト ロ

ニ ッ ク デ バ イ ス な ど の 基 礎 研 究 に 集 中 的 に 投 資 す る こ と で 、 量

子 基 盤 技 術 の 構 築 を 目 指 し て お り 、 量 子 セ ン シ ン グ と と も に 量

子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 メ モ リ な ど を 含 め た 幅 広 い 応 用 に つ い て

も ス コ ー プ に あ る 基 礎 研 究 を 中 心 に 研 究 投 資 が さ れ て い ま す 。  

 

 

量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技 術 の 対 象 と し て は 、 ス ピ ン 量 子 と 光 量 子 の 大 き

く 2 種 類 が 存 在 し ま す 。 こ れ は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ が ス ピ ン 量 子 、 量 子 通 信 が 光 量 子

を 扱 う と こ ろ か ら 派 生 し て お り 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を 活 用 し た セ ン サ ー 応 用 が 模 索 さ

れ て い ま す 。 さ ら に は 、 量 子 派 生 技 術 か ら 転 じ て 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技
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術 は 独 自 の 領 域 と し て 今 後 も 発 展 し て ゆ く と 考 え ら れ 、 特 に 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量

子 ネ ッ ト ワ ー ク か ら の 直 接 の 派 生 で は な い 、 新 規 の 量 子 系 に つ い て の 研 究 開 発 が 進

む と 予 想 さ れ ま す 。 例 え ば 、 ダ イ ヤ モ ン ド の 欠 陥 に お い て 室 温 で も 安 定 し て 生 成 す

る ス ピ ン 量 子 や 、 レ ー ザ ー に よ る 低 温 化 技 術 と 量 子 生 成 ・ 観 測 技 術 を 用 い た 原 子 干

渉 計 に よ る セ ン シ ン グ な ど 、 今 後 は セ ン シ シ ン グ 用 途 に 特 化 し た 量 子 系 が 次 々 と 開

発 さ れ る と 予 想 さ れ ま す 。  

 

米 国 で は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 研 究 で 比 較 的 優 位 な UC 群 や

MIT と 共 に 、 各 領 域 で 特 色 の あ る 大 学 に も 大 型 投 資 を 行 っ て お り 、 カ ン ザ ス 州 立 大

で は J.R.マ ク ド ナ ル ド 研 究 所 で の 、 高 輝 度 極 短 パ ル ス （ フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 ） レ ー

ザ ー の 形 成 と こ れ を 用 い た 原 子 ・ 分 子 光 学 研 究 へ の 大 規 模 投 資 や 、 フ ロ リ ダ 州 立 大

で の 磁 性 セ ン シ ン グ の 応 用 研 究 な ど に 大 型 投 資 が 進 め ら れ て い ま す 。 中 国 で は 量 子

ネ ッ ト ワ ー ク で 中 心 的 に 開 発 を 進 め る 中 国 科 学 技 術 大 や 量 子 セ ン シ ン グ 基 盤 技 術 開

発 を 中 心 的 に 進 め る 复 旦 大 ・ 上 海 交 通 大 な ど へ の 大 型 研 究 投 資 が 国 家 戦 略 と し て 進

め ら れ て い ま す 。 大 規 模 な 量 子 研 究 セ ン タ ー を 特 定 の 大 学 に 設 置 す る 戦 略 を と る 英

国 で は 、 量 子 技 術 の 中 心 的 な 立 ち 位 置 を と る オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 の み な ら ず 、 バ ー

ミ ン ガ ム 大 を 中 心 と し た 量 子 セ ン シ ン グ 技 術 の 研 究 セ ン タ ー が 設 置 さ れ 、 応 用 に 向

け た 産 学 連 携 研 究 が 進 め ら れ て い ま す 。 日 本 で は 、 日 本 発 の 技 術 と し て の 光 格 子 時

計 技 術 や 、 極 短 パ ル ス レ ー ザ ー の 技 術 開 発 お よ び 、 最 近 で は 窒 素 -空 孔 欠 陥 ダ イ ヤ

モ ン ド を 用 い た セ ン シ ン グ 材 料 技 術 を 中 心 に 投 資 が な さ れ て お り 、 量 子 コ ン ピ ュ ー

タ ・ 量 子 通 信 関 連 技 術 で 先 行 す る 東 京 大 、 理 研 、 大 阪 大 、 京 都 大 、 筑 波 大 な ど へ の

基 盤 技 術 へ の 投 資 が 多 い 状 況 で す 。 一 方 、 量 子 セ ン シ ン グ で 注 目 さ れ る 領 域 の 生 物

や 地 球 科 学 へ の 応 用 に 関 連 す る 研 究 投 資 が あ ま り 見 ら れ な い 状 況 に あ り ま す 。 ス イ

ス で は 、 ETH や EPFL や バ ー ゼ ル 大 や ベ ル ン 大 な ど の 研 究 有 力 大 学 へ の 集 中 的 な 投

資 が 行 わ れ て お り 、 特 に 原 子 冷 却 や 光 量 子 も つ れ の 制 御 ・ 観 測 技 術 な ど の 基 盤 技 術

へ の 投 資 が 中 心 的 で す 。  

 

既 に 、 米 国 や 欧 州 を 中 心 に 原 子 冷 却 技 術 を 用 い た 慣 性 ・ 重 力 セ ン サ ー な ど の 実 用

化 が 報 告 さ れ つ つ あ り 、 量 子 技 術 の 中 で も 比 較 的 実 用 化 の 早 い 技 術 と さ れ て い る の

が 、 こ の 量 子 セ ン シ ン グ 領 域 で あ り 、 今 後 は よ り 実 用 面 で の 用 途 開 発 が 進 む と 考 え

ら れ 、 特 に 欧 米 を 中 心 に 産 学 で の 連 携 が 量 子 技 術 の 中 で は よ り 進 ん で い る 領 域 で あ

り 、 日 本 に お い て も 、 応 用 の 可 能 性 が 高 い 生 物 領 域 や 地 球 科 学 お よ び 航 空 宇 宙 領 域

で の 実 用 に 向 け た 産 学 で の 議 論 を 加 速 さ せ る よ う な 研 究 開 発 投 資 と 領 域 を ま た ぐ 人

材 の 育 成 が 重 要 と 考 え ら れ ま す 。  
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「 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 」 グ ラ ン ト 資 金 流 入 額 上 位 10 機 関 （ 世 界 ）  

研 究 費 推 計 (2009-2020 年 総 額 ) 

順 位  
大 学  

グ ラ ン ト 額 推 計

（ US$ Mil）  
件 数  

１ Kansas State University 371.5 3 

２ UNIVERSITY OF OXFORD 300.8 66 

３ 中国科学技术大学 257.3 65 

４ UNIVERSITY OF GLASGOW 224.5 36 

５ UNIVERSITY OF CALIFORNIA 220.3 124 

６ MASSACHUSETTS INSTITUTE OF TECHNOLOGY 192.8 39 

７ UNIVERSITY OF BIRMINGHAM 187.3 36 

８ IMPERIAL COLLEGE LONDON 182.2 41 

９ 上海交通大学 181.8 20 

10 UNIVERSITY OF WASHINGTON 112.6 31 

 

 

「 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 」 グ ラ ン ト （ 科 研 費 ） 資 金 流 入 額 上 位 7 機 関  

（ 日 本 ）  

研 究 費 推 計 (2009-2020 年 総 額 ) 

順 位  大 学  
グ ラ ン ト （ 科 研 費 ） 額  

（ 億 円 ）  

科 研 費  

件 数  

1  東京大学 23.9 88 

2  理化学研究所 12.3 41 

3  大阪大学 12.2 43 

4  京都大学 11.0 40 

5  筑波大学 7.6 13 

6  東北大学 6.1 18 

7  名古屋大学 4.2 13 

 

 こ れ ら の 上 位 研 究 機 関 は 、 既 に 研 究 資 金 と は 別 に 特 定 の 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト や 企 業

と の 共 同 研 究 が 展 開 さ れ て い る こ と が 世 界 的 に 多 く 、 投 資 に よ り 技 術 と 人 材 の ネ ッ

ト ワ ー ク ハ ブ を 形 成 し 、 そ こ で 生 ま れ た 技 術 や 人 の つ な が り が 新 た な 投 資 を 生 む と

い う 技 術 開 発 の 好 循 環 を 生 み 出 す 中 心 地 と し て 機 能 す る こ と か ら 、 こ の コ ミ ュ ニ テ

ィ の 成 熟 が 量 子 技 術 の 発 展 に お い て 重 要 で す 。 今 後 、 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ

ー の 日 本 の 存 在 感 を さ ら に 高 め る た め に は 、 こ れ ら の 研 究 機 関 へ の 集 中 的 な 投 資

と 、 企 業 -ア カ デ ミ ア 間 で の 人 材 交 流 を 含 め た 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技 術

の 活 用 を 目 指 す 応 用 技 術 の 開 発 が 重 要 で す 。  
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■アスタミューゼについて 

世界の新事業、新製品/サービス、新技術/研究の情報に併せて 80 か国の特許情報などを、独自に

定義した 136 の”成長領域”と SDGs に対応した今後人類が解決すべき 105 の“社会課題”で分類・分

析。2 億件を超える世界最大のイノベーションキャピタル（イノベーションの源泉となる資産）の

データベースを構築、活用し、未来創造、社会課題解決のための新規事業提案や M&A のコンサル

ティング、先端企業/技術、専門人材の紹介、SaaS での情報/人材提供事業を行う。 

https://www.astamuse.co.jp/ 
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り提供されるデータによって編集したものです。本資料は、投資活動を勧誘又は誘引するものではなく、有価証券の「買い」または
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